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株式会社 野澤實業
現場代理人 鈴木俊充

今
回
の
工
事
は
、IC

T

活
用
工
事
に
お
け
る

生
産
性
（
施
工
）
の
向
上
等
に
関
心
が
あ
っ
た

の
で
受
注
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
先
日
行
い
ま
し
たU

A
V

及
び
、L

S

に
よ
る
３
次
元
起
工
測
量
デ
ー
タ
を
基
に
、
３

次
元
設
計
デ
ー
タ
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
、
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
バ
ッ
ク
ホ

ウ
０

．
４
５
）
を
用
い
た
掘
削
工
に
取
り
組
む

予
定
で
す
。

掘
削
工
へ
の
着
工
へ
向
け
て
、
鋭
意
進
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

間近に見るUAVとLS！！！！！

７
月
の
契
約
か
ら
現
在
ま
で
、
受
注
者
と
協
議

を
進
め
な
が
ら
、

IC
T

活
用
工
事
の
３
次
元
測

量
及
び
３
次
元
設
計
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

宇
都
宮
土
木
事
務
所
に
お
い
て
初
め
て
のIC

T

活
用
工
事
と
の
事
も
あ
り
、
勝
手
が
分
か
ら
ず
調

整
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
理
解
す
る
に
つ
れ
、
こ

の
技
術
が
人
材
不
足
の
建
設
業
の
救
世
主
に
な
る

と
確
信
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
引
続
き
野
澤
實
業
の
皆
様
と
タ
ッ

グ
を
組
み
完
成
に
向
け
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
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☆
掘
削
工
☆

12
／
1
～
12
／
11

（
掘
削
工
の
見
学
で
は
、
実
際
の
施
工
状
況
を
把
握
し
て
も
ら
う

た
め
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
説
明
は
あ
り
ま
せ

ん
。
）

☆
出
来
型
計
測
☆

12
／
12

宇都宮土木事務所
整備部 主任 結川大貴

平
成
二
十
九
年
度
に
お

け
るIC

T

活
用
工
事
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
際
の
工
事

現
場
で
、
よ
り
実
務
に
近

い
業
務
を
見
学
す
る
催
し

を
随
時
実
施
し
て
い
き
ま

す
。こ

の
取
組
の
中
で
、
宇

都
宮
土
木
事
務
所
の
今
回

の
見
学
会
が
初
。

参
加
者
は
三
十
人
と
比

較
的
小
規
模
で
す
が
、
機

材
や
作
業
を
間
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
見
学
し
た
の
は
、
３

次
元
起
工
測
量
に
お
け
る
実

際
の
作
業
内
容
。
こ
の
工
事

現
場
で
は
、

U
A
V

（
無
人

航
空
機
）
に
よ
る
測
量
の
ほ

か
、

L
S

（
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ナ
）
に
よ
る
測
量
も
併

せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

U
A
V

が
実

際
に
飛
行
す

る
様
子
や
、

L
S

が
自
動
で

首
を
振
っ
て

測
量
す
る
姿

は
見
物
で
す
！

３次元起工測量は、UAV・LSのど
ちらでも行うことができますが、現
場状況によって、どちらを用いるの
かを判断していきます。
UAVを用いた測量の長所は、広範

囲を短時間で測量できること、比較
的安価、地盤の起伏の影響を受けに
くいなどがあげられますが、地上の
風速が５m/s以上の場合、飛行でき
ない、高圧電線・携帯電波塔の影響
を受け易いなどの短所もあります。
LSはというと、風や高圧電線など

の電波の影響を受けにくい、人口密
集地などでも安全に計測できるなど
の長所がある一方で、比較的高価で
測量時間がかかる、起伏による見通
しに影響を受けやすいなどの短所が
あります。

主
要
地
方
道
宇
都
宮
向
田
線
は
、
宇
都
宮
市
と
県
東
部
地
区
と

を
連
絡
す
る
重
要
な
路
線
で
、
鬼
怒
川
左
岸
地
域
の
工
業
団
地
群

と
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
、
産
業
活
動
を
支
え
る
上
で
欠
か
せ

な
い
路
線
で
す
。

現
在
、
事
業
を
進
め
て
い
る
『
平
出
板
戸
工
区
』
は
、
渋
滞
の

緩
和
を
図
る
た
め
、
国
道₄₀

₈

号
パ
イ
パ
ス
と
一
体
と
な
っ
て
整
備

す
る
こ
と
で
、
物
流
の
効
率
化
や
地
域
間
交
流
の
活
性
化
に
貢
献

し
ま
す
。

今
回
のIC

T

活
用
工
事
で
は
、
道
路
の
雨
水
を
処
理
す
る
た
め
の

調
整
池
を

整
備
し
て
い

ま
す
。

Heart&Engineering
～真心を形にしてお届けします～


